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【短報】石垣島におけるチュウガタマルケシゲンゴ
ロウの初記録

チ ュ ウ ガ タ マ ル ケ シ ゲ ン ゴ ロ ウ Hydrovatus 
remotus Biström & Watanabe, 2017（以下チュウガタ
と記す）は，西表島から記載されたマルケシゲンゴ
ロウ属の種である（Biström & Watanabe, 2017）．こ
れまでタイプロカリティを含めた西表島の 3 箇所
から発見されていたが（Biström & Watanabe, 2017），
筆者らは，未記録であった石垣島から本種を確認し
ているので，同島初記録として報告する．

報告に先立ち，石垣島の環境についてご教示いた
だいた東海大学の北野忠教授，仲介の労を賜った日
本甲虫学会会員の稲畑憲昭氏に深謝申し上げる．

1ex.，沖縄県石垣市名蔵，3．XI．2012，戸田尚
希採集；57exs.，沖縄県石垣市宮良，17．V．2017，
渡部晃平採集（図 1）；4exs.，同所，17．V．2017，
福富宏和採集；6exs.，沖縄県石垣市伊原間，18．V．
2017，渡部晃平採集．

石垣島産のチュウガタは，筆者の一人戸田の個
人コレクションおよび 2017 年に渡部と福富が実

施した現地調査において発見された．現地調査で
は，ため池からのみ確認され，チュウガタの生息
地のうち石垣市宮良ではコマルケシゲンゴロウ H. 
acuminatus Motschulsky, 1859（ 以 下 コ マ ル ケ シ と
記す），サメハダマルケシゲンゴロウ H. stridulus 
Biström, 1997（以下サメハダと記す），オオマルケ
シゲンゴロウ H. bonvouloiri Sharp, 1882（以下オオ
マルケシと記す），石垣市伊原間ではコマルケシと
オオマルケシが同所的に確認された．コマルケシ，
サメハダ，オオマルケシはBiström & Watanabe (2017)
に記された既知産地でも同様に確認されているこ
とから，これら 4 種の生息環境は類似している可
能性が考えられる．一方で，水田跡地に水が溜まっ
てできた浅い湿地や遷移が進んだ耕作放棄地など
の環境下では，コマルケシおよびサメハダが確認
された場所においても，チュウガタは確認されな
かった．筆者の一人渡部が確認している西表島の
チュウガタの生息環境との共通点から推測すると，
チュウガタは，オオマルケシとともにコマルケシ
やサメハダに比べてより水深が深い環境を好んで
いるものと考えられる．

また，稲畑（2016）で記録されていた西表島産
のマルケシゲンゴロウ H. subtilis Sharp, 1882（以下
マルケシと記す）の雌がチュウガタであったこと

（Biström & Watanabe, 2017）や，本州の石川県産の
マルケシとされていた標本の大半がサメハダの誤
同定であったこと（渡部ほか，2016；渡部，2016）
などの事例が報告されていることから，石垣島に
おいても過去にマルケシとして報告された記録に
ついては精査する必要があると考えられる．
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図2．石垣島の生息環境（石垣市伊原間）．

図1．石垣島産チュウガ
タマルケシゲンゴ
ロウ雄．


